
事　務　連　絡（保19）

平成19年4月24目

都道府県医師会

　社会保険担当理事殿

日本医師会常任理事

　　　鈴　木　　満

診療報酬請求書等の様式の一部改正について

　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

　さて、先般、平成19年3月30目付日医発第1261号（保232）にてお知らせ申し上げま

した、r疾患別リハビリテーション料の見直し（平成19年4月1日実施）に係る告示・通

知の送付について』におきましては、r診療報酬請求書等の記載要領等について』（昭和51

年8月7日保険発第82号）の一部改正につきましても、ご連絡申し上げたところでありま

す。

　当該改正におきましては、r感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

（以下「感染症法』という。）等の一部を改正する法律（平成18年法律第106号）」の一部

の施行に伴い、平成19年3月31目をもって結核予防法が廃止され、平成19年4月1目か

ら結核対策に関する規定が感染症法に統合されたことに係る所要の改正が織り込まれてお

りますが、平成19年3月23目付厚生労働省令第26号において、当該感染症法の一部改正

に伴う健康保険法施行規則等の所要の改正が行われるとともに、診療報酬請求書等の様式

の一部改正が示されておりますので、お知らせ申し上げます。

　診療報酬請求書等の様式の一部改正は下記のとおりであります。

　なお、当該省令附則第2条において、様式に関する経過措置が示されており、当該省令

の施行の際現にある改正前の様式（以下「旧様式』）は改正後の様式によるものとみなす（第

1項）、当該省令の施行の際現にある旧様式の用紙については、当分の間、これを取り繕っ

て使用することができる（第2項）こととされ、当該省令の施行の際現にある旧様式につ



いては、その使用に当たり取り繕っても取り繕わなくてもよいこととされております・

　本件につきましては、日本医師会ホームページのメンバーズルーム中、r医療保険」一r平

成18年度診療報酬改定の情報」に掲載いたします。

記

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等の一部を改正する法律の一部

の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備等に関する省令

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年3月23目　厚生労働省令第26号）

1．第11条　療養の給付、老人医療及び公費負担医療に関する費用の請求に関する省令（昭

　　　　　和51年厚生省令第36号）の一部改正（抜粋）

診療報酬請求書（医科関連：様式第1 （1）及び様式第1（2））

該当様式 旧 新

（結核34） （感染症37の2）　　様式第1（1）

yび様式第1（2） 11（結核35） 11（結核入院）

2．第13条　老人訪問看護療養費、訪問看護療養費等の請求に関する省令（平成4年厚生

　　　　　省令第5号）の一部改正（抜粋）

老人訪問看護療養費・訪問看護療養費請求書（様式第1及び様式第2）

該当様式 旧 新

様式第1 11（結核35） 削　除

結核・精神 精神等

様式第2 結核予防法

謔R5条
削　除

以上

（添付資料）

1．官報（平19、3．23　号外第59号抜粋）

（参　考）

1．診療報酬請求書

　　様式第1（1）【見消版】

　　様式第1（2）【見消版】

2．老人訪問看護療養費・訪問看護療養費請求書

　　様式第1【見消版】

　　様式第2【見消版】
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独
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独
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独
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（
医
師
法
、
歯
科
医
師
法
及
び
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
意
見
の
聴
取
等
手
続
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
医
師
法
、
歯
科
医
師
法
及
び
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
意
見
の
聴
取
等
手
続
規
則
（
平
成
七
年
厚
生
省
令
第

　
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
一
条
中
「
第
七
条
第
五
項
、
第
十
一
項
」
の
下
に
「
（
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

　
む
。
）
」
を
加
え
る
。

　
　
第
六
条
第
一
項
中
「
同
条
第
十
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
」
の
下
に
「
及
び
同
法
第

　
七
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
」
を
、
「
都
道
府
県
知
事
等
」
の
下
に
「
（
医
師
法
第
七
条
の
二
第
一
項
又

　
は
歯
科
医
師
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
弁
明
の
聴
取
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
）
」
を

　
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
七
条
第
十
五
項
」
の
下
に
「
（
同
法
第
七
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

　
む
。
）
」
を
、
「
都
道
府
県
知
事
等
」
の
下
に
「
（
医
師
法
第
七
条
の
二
第
一
項
又
は
歯
科
医
師
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の

　
規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
弁
明
の
聴
取
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
）
」
を
加
え
る
。

　
（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

　
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
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が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
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通
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に
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。
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等
に
関
す
る
法
律
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行
規
則
の
『
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

繁
二
条
　
こ
の
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令
の
施
行
の
隠
現
に
あ
る
第
四
条
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
医
師
又
は
外
国
歯
科
医
師
が
行
う
臨
床
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練
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
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び
歯
科
医
師
法
第
十
七
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の
特
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に
関
す
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。
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す
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す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
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十
八
年
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係
法
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感
染
症
の
予
防
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感
染
症
の
患
者
に

対
す
る
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療
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す
る
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律
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す
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一
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厚
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防
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施
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則
の
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止
）

第
一
条
　
結
核
予
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
九

　
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
目
次
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
」
に
、
「
第
七
章
　
新
感
染
症
（
第
二
十
四
条
－
第
二
十
七
条
ご

　
　
「
第
七
章
　
新
感
染
症
（
第
二
十
四
条
－
第
二
十
七
条
）

　
を
　
第
七
章
の
二
　
結
核
（
第
二
十
七
条
の
二
－
第
二
十
七
条
の
十
ご
に
改
め
る
。

　
第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
（
五
類
感
染
症
）

第
一
条
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以

　
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
六
項
第
九
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感
染
性
の
疾
病
は
、
次
に
掲

　
げ
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
ア
メ
ー
バ
赤
痢

　
二
　
R
S
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
い
ん

　
三
　
咽
頭
結
膜
熱

　
四
　
A
群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
咽
頭
炎

　
五
　
感
染
性
胃
腸
炎

　
六
　
急
性
出
血
性
結
膜
炎

　
七
　
急
性
脳
炎
（
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
脳
炎
、
西
部
ウ
マ
脳
炎
、
ダ
ニ
媒
介
脳
炎
、
東
部
ウ
マ
脳
炎
、
日
本
脳
炎
、

　
　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
マ
脳
炎
及
び
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
を
除
く
。
）

　
八
　
ク
ラ
ミ
ジ
ア
肺
炎
（
オ
ウ
ム
病
を
除
く
。
）

　
九
ク
ロ
イ
ツ
フ
エ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病

　
十
　
劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症

　
十
］
　
細
菌
性
髄
膜
炎

早薪大族描生生二
十
二

二
十
三

二
十
四

二
十
五

二
十
六

二
十
七

二
十
八

二
十
九

三
十

一二

¥
一

三
十
二

三
十
三

ジ
ア
ル
ジ
ア
症

　
と
う歪髄膜

炎
菌
性
髄
膜
炎

性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ぜ
ん
け
い

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ

先
天
性
風
し
ん
症
候
群

手
足
口
病

　
　
　
　
ぼ
ん

伝
染
性
紅
斑

突
発
性
発
し
ん

　
破
傷
風

　
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症

　
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
腸
球
菌
感
染
症

百
日
嚇

　
風
し
ん

　
ペ
ニ
シ
リ
ン
耐
性
肺
炎
球
菌
感
染
症

　
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

　
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

　
無
菌
性
髄
膜
炎

　
　
　
　
　
の
う

　
　
　
　
薬
剤
耐
性
緑
膿
菌
感
染
症

　
　
　
　
流
行
性
角
結
膜
炎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん

　
　
　
　
流
行
性
耳
下
腺
炎

　
　
　
　
　
え

　
　
　
　
淋
菌
感
染
症

　
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
（
特
定
感
染
症
予
防
指
針
を
作
成
す
る
感
染
症
）

第
二
条
法
第
十
『
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感
染
症
は
、

　
一
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
ニ
　
結
核

　
三
　
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

　
四
　
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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五
　
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
六
　
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ

　
七
　
梅
毒

　
八
　
淋
菌
感
染
症

　
第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
（
医
師
の
届
出
）

第
三
条
　
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
診
断
し
た
患
者
及
び
当
該
感
染
症
に
つ
い
て
同
項
に
よ
る
届
出
が
既
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

　
　
場
合

　
二
　
診
断
し
た
結
核
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
に
つ
い
て
結
核
医
療
を
必
要
と
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

　
第
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

3
　
法
弟
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規

　
定
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
患
者
に
つ
い
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

　
と
す
る
。

　
一
　
ア
メ
ー
バ
赤
痢

　
ニ
　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
（
E
型
肝
炎
及
び
A
型
肝
炎
を
除
く
。
）

　
三
　
急
性
脳
炎
（
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
脳
炎
、
西
部
ウ
マ
脳
炎
、
ダ
ニ
媒
介
脳
炎
、
東
部
ウ
マ
脳
炎
、
日
本
脳
炎
、

　
　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
マ
脳
炎
及
び
リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱
を
除
く
。
）

　
四
　
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
症

　
五
　
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病

　
六
　
劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症

　
七
　
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

　
八
ジ
ア
ル
ジ
ア
症

　
九
　
髄
膜
炎
菌
性
髄
膜
炎

　
十
　
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

　
十
一
　
梅
毒

　
十
二
　
破
傷
風

　
十
三
　
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症

　
十
四
　
パ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
腸
球
菌
感
染
症

4
　
法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
五
類
感
染
症
（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規

　
定
に
よ
り
、
当
該
感
染
症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
に
つ
い
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
限
る
。
）
は
、

　
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

　
二
　
梅
毒

　
第
四
条
第
五
項
中
「
掲
げ
る
事
項
」
の
下
に
「
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
五
類
感
染
症
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
及
び
当
該
者
の
医
療
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
当
該
五
類
感
染
症
ご
と
に
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
」
を
加
え
る
。

　
第
四
条
第
七
項
中
「
法
第
十
二
条
第
四
項
」
を
「
法
第
十
二
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

　
第
五
条
第
三
項
中
「
及
び
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
、
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
二
十
条
の
三

第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
る
。

　
第
六
条
中
「
同
項
に
規
定
す
る
」
の
下
に
「
五
類
感
染
症
の
発
生
の
状
況
の
届
出
を
担
当
さ
せ
る
指
定
届
出
機
関

の
」
を
加
え
、
「
及
び
次
条
第
一
項
」
を
「
並
び
に
次
条
第
一
項
及
び
第
＝
．
項
」
に
、
「
指
定
区
分
」
を
「
五
類
感
染
症

指
定
区
分
」
に
改
め
、
同
条
の
表
の
二
の
項
中
「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に

改
め
、
同
条
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2
　
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疑
似
症
は
、
次
の
表
の
各
項
の
上
欄
に
掲
げ
る
も

　
の
と
し
、
同
項
に
規
定
す
る
疑
似
症
の
発
生
の
状
況
の
届
出
を
担
当
さ
せ
る
指
定
届
出
機
関
の
指
定
は
、
地
域
に

　
お
け
る
感
染
症
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
体
制
、
保
健
所
の
設
置
の
状
況
、
人
口
等
の
社
会
的
条
件
、
地
理
的
条

件
等
の
自
然
的
条
件
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
同
欄
に
掲
げ
る
疑
似
症
の
区
分
（
以
下
こ
の
条
並
び
に

次
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
疑
似
症
指
定
区
分
」
と
い
う
。
）
に
応
じ
、
原
則
と
し
て
当
該
各
項
の
下
欄

に
定
め
る
病
院
又
は
診
療
所
の
う
ち
当
該
疑
似
症
指
定
区
分
の
疑
似
症
に
係
る
指
定
届
出
機
関
と
し
て
適
当
と
認

め
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一一

摂
氏
三
十
八
度
以
上
の
発
熱
及
び
呼
吸
器

症
状
（
明
ら
か
な
外
傷
又
は
器
質
的
疾
患

に
起
因
す
る
も
の
を
除
く
。
）

発
熱
及
び
発
し
ん
又
は
水
病

診
療
科
名
中
に
内
科
又
は
小
児
科
を
含
む
病
院
又
は
診
療

所診
療
科
名
中
に
内
科
、

又
は
診
療
所

小
児
科
又
は
皮
膚
科
を
含
む
病
院

　
第
七
条
第
一
項
中
「
指
定
区
分
」
を
「
五
類
感
染
症
指
定
区
分
」
に
、
「
に
つ
い
て
、
」
を
「
に
つ
い
て
は
」
に
、
「
前

条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
、
「
行
う
も
の
と
す
る
」
を
「
、
当
該
指
定
届
出
機
関
に
係
る
疑
似
症
指
定
区
分
の
疑
似

症
の
患
者
に
つ
い
て
は
直
ち
に
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
届
出
機
関
に
係
る
疑
似
症
指
定
区
分
の
疑

似
症
の
患
者
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
疑
似
症
が
二
類
感
染
症
、
＝
．
類
感
染
症
、
四
類
感
染
症
又
は
五
類
感

染
症
の
患
者
の
症
状
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
当
該
届
出
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
五
類
感
染
症
指
定
区
分
の

感
染
症
の
患
者
又
は
こ
れ
ら
に
よ
り
死
亡
し
た
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
以
内
に
」
の

下
に
「
、
疑
似
症
指
定
区
分
の
疑
似
症
の
患
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
直
ち
に
」
を
加
え
る
。

　
第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
法
第
六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
法
第
七
十
七
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
、
飲
食
物
の
製
造
、
販
売
、
調
製
又
は
取
扱
い
の
際
に
飲
食
物
に
直
接
接
触
す
る
業
務
の
ほ
か
」
を
削
り
、
同

項
第
一
号
中
「
ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出
血
熱
」
の
下
に
「
、
南
米
出
血
熱
」
を
加
え
、
「
他
者
の
」
を
「
飲
食
物
の
製

造
、
販
売
、
調
製
又
は
取
扱
い
の
際
に
飲
食
物
に
直
接
接
触
す
る
業
務
及
び
他
者
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
S

A
R
S
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
を
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
S
A
R
S
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
、
「
多
数
の
」
を
「
飲
食
物

の
製
造
、
販
売
、
調
製
又
は
取
扱
い
の
際
に
飲
食
物
に
直
接
接
触
す
る
業
務
及
び
接
客
業
そ
の
他
の
多
数
の
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
＝
．
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
二
　
結
核
　
接
客
業
そ
の
池
の
多
数
の
者
に
接
触
す
る
業
務

　
第
十
一
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
四
　
法
第
六
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
掲
げ
る
感
染
症
の
う
ち
、
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
感
染
症

　
　
飲
食
物
の
製
造
、
販
売
、
調
製
又
は
取
扱
い
の
際
に
飲
食
物
に
直
接
接
触
す
る
業
務

　
第
十
一
条
第
三
項
第
一
号
中
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
」
を
「
結
核
及
び
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
」
に
改
め

る
。
　
第
二
十
条
の
見
出
し
を
「
（
入
院
患
者
の
医
療
に
係
る
費
用
負
担
の
申
請
）
」
に
改
め
る
。

　
第
二
十
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

　
（
医
療
の
種
類
）

第
二
十
条
の
二
　
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
医
療
は
、
結
核
性
疾
患
に
対

　
し
て
行
う
次
の
各
号
に
掲
げ
る
医
療
（
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣

　
の
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
行
う
医
療
に
限
る
。
）
と
す
る
。

　
一
　
化
学
療
法

二
　
外
科
的
療
法

三
　
骨
関
節
結
核
の
装
具
療
法

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
医
療
に
必
要
な
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
結
核
菌
検
査
及
び
赤
血
球
沈
降
速
度
検
査

五
　
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
医
療
に
必
要
な
処
置
そ
の
他
の
治
療

六
　
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
医
療
に
必
要
な
病
院
又
は
診
療
所
へ
の
収
容
（
食
事
の
給
与
及
び
寝
具
設
備

　
を
除
く
。
）
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（
結
核
患
者
の
医
療
に
係
る
費
用
負
担
の
申
請
）

第
二
十
条
の
三
　
法
第
三
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て

　
行
う
も
の
と
す
る
。

　
一
　
結
核
患
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

　
二
　
申
請
者
が
結
核
患
者
の
保
護
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
及
び
結
核
患
者
と
の
関

　
　
係

　
三
　
結
核
患
者
が
法
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

2
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
当
該
医
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
医
師
の
診
断
書

　
二
　
肺
結
核
、
粟
粒
結
核
、
結
核
性
胸
膜
炎
又
は
結
核
性
膿
胸
で
あ
る
と
き
は
胸
部
の
、
腎
結
核
、
尿
管
結
核
又

　
　
は
性
器
結
核
で
あ
る
と
き
は
造
影
法
に
よ
る
胃
、
尿
管
又
は
性
器
の
、
骨
関
節
結
核
で
あ
る
と
き
は
骨
及
び
関

　
　
節
の
エ
ッ
ク
ス
線
直
接
撮
影
写
真
で
あ
っ
て
申
請
前
三
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の

3
　
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
保
健
所
長
が
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら

　
一
月
以
内
に
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
費
用
を
負
担
す
る
か
否
か
を
決
定
し
、
負
担
す
べ
き

　
旨
を
決
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
患
者
票
を
申
請
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
前
項
の
患
者
票
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
医
療
を
受
け
又
は
受
け
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
患
者
票
を
注
第
三

　
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
結
核
指
定
医
療
機
関
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
法
弟
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
費
用
の
負
担
を
受
け
て
い
る
者
又
は
そ
の
保
護
者
は
、
そ
の
医

　
療
を
受
け
る
病
院
又
は
診
療
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
結
核
患
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る

　
保
健
所
長
を
経
由
し
て
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
　
第
三
項
の
患
者
票
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
結
核
患
者
に
つ
い
て
医
療
を
受
け
る
必
要
が
無
く
な
っ
た
と

　
き
は
、
速
や
か
に
、
患
者
票
を
保
健
所
長
を
経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
十
一
条
中
「
又
は
第
六
項
」
を
「
、
第
六
項
又
は
第
七
項
」
に
改
め
る
。

　
第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
三
士
ハ
号
）
」
の
下
に
「
又
は
介
護
給
付
費
及
び
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
費
用
の

請
求
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
号
ご
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」

に
改
め
、
「
組
織
」
の
下
に
「
又
は
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
七
十
九
条
に
規
定
す
る
介

護
給
付
費
審
査
委
員
会
」
を
加
え
る
。

　
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
各
号
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
条
の
三
第
一
項
各
号
」
を
加
え
、
同

条
第
二
項
中
「
第
二
十
条
第
二
項
各
号
」
の
下
に
「
又
は
第
二
十
条
の
＝
．
第
二
項
各
号
」
を
加
え
る
。

　
第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　
（
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
の
返
却
）

第
二
十
三
条
の
二
　
第
二
十
条
の
三
第
二
項
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
提
出
を
受
け
た
エ
ッ
ク
ス
線
写
真

　
は
、
決
定
後
申
請
者
に
返
却
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
七
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

　
　
　
第
七
章
の
二
　
結
核

　
　
（
健
康
診
断
の
方
法
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
だ
ん

第
二
十
七
条
の
二
　
法
第
七
章
の
二
の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
健
康
診
断
の
方
法
は
、
喀
痰
検
査
、
胸
部
エ
ッ
ク

　
ス
線
検
査
、
聴
診
、
打
診
そ
の
他
必
要
な
検
査
と
す
る
。

2
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
か
ど

　
う
か
に
関
す
る
医
師
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
（
診
断
書
等
の
記
載
事
項
）

篶
二
十
七
条
の
三
　
法
第
五
十
三
条
の
四
及
び
法
弟
五
十
三
条
の
五
に
規
定
す
る
診
断
書
そ
の
他
の
文
書
の
記
載
事

　
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
受
診
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

　
二
　
検
査
の
結
果
及
び
所
見

　
三
　
結
核
患
者
で
あ
る
と
き
は
、
病
名

　
四
　
実
施
の
年
月
日

　
五
　
診
断
書
の
場
合
に
は
、
診
断
し
た
医
師
の
住
所
（
病
院
又
は
診
療
所
で
診
療
に
従
事
し
て
い
る
医
師
に
つ
い

　
　
て
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
名
称
及
び
所
在
地
）
及
び
氏
名

　
（
健
康
診
断
に
関
す
る
記
録
）

第
二
十
七
条
の
四
　
定
期
の
健
康
診
断
に
関
す
る
記
録
は
、
前
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録

　
し
、
事
業
者
又
は
学
校
若
し
く
は
施
設
の
長
が
行
っ
た
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
受
診
者
が
当
該
事
業
者
の
行
う

　
事
業
、
学
校
又
は
施
設
を
離
れ
た
と
き
か
ら
、
そ
の
他
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断
を
行
っ
た
と
き
か

　
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
か
ど

　
う
か
に
関
す
る
医
師
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
事
業
者
又
は
学
校
若

　
し
く
は
施
設
の
長
が
行
っ
た
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
受
診
者
が
当
該
事
業
者
の
行
う
事
業
、
学
校
又
は
施
設
を

　
離
れ
た
と
き
か
ら
、
そ
の
他
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断
」
と
あ
る
の
は
、
「
健
康
診
断
」
と
読
み
替
え

　
る
も
の
と
す
る
。

　
（
健
康
診
断
の
通
報
又
は
報
告
）

第
二
十
七
条
の
五
　
定
期
の
健
康
診
断
の
実
施
者
〔
以
下
次
項
に
お
い
て
「
健
康
診
断
実
施
者
」
と
い
う
。
）
は
、
法

　
第
五
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
っ
て
行
っ
た
定
期
の
健
康
診
断
及
び
法
弟
五
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
っ
て
診
断

　
書
そ
の
他
の
文
書
の
提
出
を
受
け
た
健
康
診
断
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
一
月
ご
と
に
取
り
ま
と
め
、

　
翌
月
の
十
日
ま
で
に
、
法
弟
五
十
三
条
の
七
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に

　
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
従
い
、
通
報
又
は
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
事
業
者
の
行
う
事
業
、
学
校
若
し
く
は
施
設
の
所
在
地
及
び
名
称
又
は
市
町
村
若
し
く
は
都
道
府
県
の
名
称

　
二
　
実
施
の
年
月

　
三
　
方
法
別
の
受
診
者
数

　
四
　
発
見
さ
れ
た
結
核
患
者
及
び
結
核
発
病
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
者
の
数

2
　
健
康
診
断
実
施
者
は
、
法
弟
五
十
三
条
の
五
の
規
定
に
よ
っ
て
診
断
書
そ
の
他
の
文
書
の
提
出
を
受
け
た
健
康

　
診
断
に
つ
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
一
月
ご
と
に
取
り
ま
と
め
、
翌
月
の
十
日
ま
で
に
、
法
第
五
十
三

　
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
従
い
、
通
報
又
は
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
第
一
項
の
規
定
は
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
市
長
又
は
区
長
が
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二

　
項
の
規
定
に
よ
っ
て
行
っ
た
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
医
師
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
準
用
す

　
る
。

　
　
（
病
院
管
理
者
の
届
出
事
項
）

第
二
十
七
条
の
六
　
病
院
の
管
理
者
は
、
結
核
患
者
が
入
院
し
た
と
き
は
、
法
弟
五
十
三
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定

　
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
文
書
で
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
結
核
患
者
の
住
所
、
氏
名
並
び
に
結
核
患
者
が
成
年
に
達
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
保
護
者
の

　
　
氏
名
及
び
住
所

　
二
　
病
名

　
三
　
入
院
の
年
月
日

　
四
　
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

2
　
病
院
の
管
理
者
は
、
結
核
患
者
が
退
院
し
た
と
き
は
、
法
第
五
十
三
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に

　
掲
げ
る
事
項
を
文
書
で
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
結
核
患
者
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
並
び
に
第
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

二三四五

病
名
退
院
時
の
病
状
及
び
菌
排
泄
の
有
無

退
院
の
年
月
日

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地
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（
結
核
回
復
者
の
範
囲
）

第
二
十
七
条
の
七
　
法
第
五
十
三
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
結
核
回
復
者
は
、
結
核

　
医
療
を
必
要
と
し
な
い
と
認
め
ら
れ
て
か
ら
三
年
以
内
の
者
そ
の
他
結
核
再
発
の
お
そ
れ
が
著
し
い
と
認
め
ら
れ

　
る
者
と
す
る
。

　
（
結
核
登
録
票
の
記
録
事
項
等
）

第
一
一
十
七
条
の
八
　
法
第
五
十
三
条
の
十
二
第
三
項
に
規
定
す
る
結
核
登
録
票
に
記
録
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お

　
り
と
す
る
。

　
一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

　
二
　
結
核
患
者
又
は
結
核
回
復
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
職
業
並
び
に
結
核
患
者
が
成
年
に
達
し

　
　
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
保
護
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
三
　
届
け
出
た
医
師
の
住
所
（
病
院
又
は
診
療
所
で
診
療
に
従
事
す
る
医
師
に
つ
い
て
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療

　
　
所
の
名
称
及
び
所
在
地
）
及
び
氏
名

　
四
　
結
核
患
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
病
名
、
病
状
及
び
現
に
医
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
有
無

　
五
　
結
核
患
者
又
は
結
核
回
復
者
に
対
し
て
保
健
所
が
と
っ
た
措
置
の
概
要

　
六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
生
活
環
境
そ
の
他
結
核
患
者
又
は
結
核
回
復
者
の
指
導
上
必
要
と
認
め
る

　
　
事
項

2
　
保
健
所
長
は
、
結
核
登
録
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
が
そ
の
管
轄
区
域
外
に
居
住
地
を
移
し
た
と
き
は
、
直
ち

　
に
、
そ
の
者
の
新
居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
長
に
そ
の
旨
を
通
報
し
、
か
つ
、
そ
の
者
に
係
る
結
核
登
録
票
を

　
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
結
核
登
録
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
登
録
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
保
健
所
長
は
、
そ
の

　
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
間
、
な
お
そ
の
者
に
係
る
結
核
登
録
票
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
精
密
検
査
の
方
法
）

第
二
十
七
条
の
九
　
法
第
五
十
三
条
の
十
三
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
精
密
検
査
の
方
法
は
、
結
核
菌

　
検
査
、
聴
診
、
打
診
そ
の
偬
必
要
な
検
査
と
す
る
。

　
（
医
師
の
指
示
事
項
）

第
二
十
七
条
の
十
法
第
五
十
三
条
の
十
五
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
感
染
の
防
止
に
必
要
な
事
項

　
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
結
核
を
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
患
者
の
居
室
の
換
気
に
注
意
を
す
る
こ
と
。

　
二
　
結
核
を
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
患
者
の
つ
ば
及
び
た
ん
は
、
布
片
又
は
紙
片
に
取
っ
て
捨
て
る
等
他
者

　
　
に
結
核
を
感
染
さ
せ
な
い
よ
う
に
処
理
す
る
こ
と
。

　
三
　
結
核
を
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
患
者
は
、
せ
き
又
は
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は
、
布
片
又
は
紙
片
で
口

　
　
鼻
を
覆
い
、
人
と
話
を
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
掛
け
る
こ
と
。

　
第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

　
（
大
都
市
）

第
三
十
二
条
の
二
　
令
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

　
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
が
結
核
予
防
に
関
す
る
事
務
を
処

　
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
指
定
都
市
の

　
市
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
（
中
核
市
）

第
三
十
二
条
の
三
　
令
弟
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中

　
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
が
結
核
予
防
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
一
条

　
及
び
第
二
十
二
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
中
核
市
の
市
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
第
三
十
三
条
第
八
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
七
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加

え
る
。

　
　
九
第
二
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
又
は
報
告

　
　
十
　
第
二
十
七
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
又
は
報
告

　
　
十
｝
　
第
二
十
七
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
届
出

　
　
第
三
十
三
条
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
七
　
第
二
十
条
の
＝
．
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
書

　
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
H
五
N
一
）
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
の
施
行
に
伴
う
感
染
症
の
予
防
及
び

　
感
染
症
の
惑
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
準
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
H
五
N
一
）
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
の
施
行
に
伴
う
感
染
症
の
予
防

　
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
準
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省

　
令
弟
百
二
士
ハ
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
「
第
十
一
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
」
に
、
「
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
」
と
あ
る
の

　
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
H
五
N
】
）
及
び
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
」
を
「
「
結
核
」
と
あ
る
の
は
「
イ
ン
フ
ル
エ

　
ン
ザ
（
H
五
N
一
）
及
び
結
核
」
に
改
め
る
。

　
（
予
防
接
種
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
予
防
接
種
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
二
条
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」

　
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
六
　
結
核
に
係
る
予
防
接
種
の
対
象
者
に
あ
っ
て
は
、
結
核
そ
の
他
の
疾
病
の
予
防
接
種
、
外
傷
等
に
よ
る
ケ
ロ

　
　
　
イ
ド
の
認
め
ら
れ
る
者

　
　
第
二
条
の
二
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
第
二
条
の
三
　
令
弟
六
条
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

　
　
る
。

　
　
一
二三四五

予
防
接
種
の
種
類

令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
医
師
に
よ
り
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、

接
種
液
の
接
種
量

接
種
液
の
製
造
番
号
そ
の
他
当
該
接
種
液
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項

前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
予
防
接
種
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

当
該
医
師
の
氏
名

　
第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2
　
結
核
に
係
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
一
月
ご
と
に
前
項
の
計
算
を
行
い
、
翌
月
十
日
ま
で
に
報
告
す
る
も
の

　
と
す
る
。

　
第
四
条
第
二
項
第
六
号
中
「
様
式
第
六
」
を
「
様
式
第
七
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号

中
「
様
式
第
五
」
を
「
様
式
第
六
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。　
五
　
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
結
核
の
予
防
接
種
　
様
式
第
五

　
第
十
一
条
の
二
十
七
中
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
を
「
結
核
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
改
め
る
。

　
様
式
第
六
を
様
式
第
七
と
し
、
様
式
第
五
を
様
式
第
六
と
し
、
様
式
第
四
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

Z
o申

漂
賠
鵡
嘩
哉
O
洋
甜
油
皿

　
　
　
岳
　
　
血
　
　
m

薄
薄
申
漂
賠
鵡
薄
目

　
　
　
　
　
蒔
　
熱

　
　
　
　
　
　
卑
　
菌

醤
　
　
池

回

書
罎
毒
矩
　
　
　
鶉

　
　
　
丑
日
之
ぬ
即
ボ

醤
　
　
迦

m
駐

匿
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（
予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
予
防
接
種
実
施
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
目
次
中
・
第
六
章
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
縫
（
第
＋
七
条
）
・
を
繍
擁
獺
刀
蠕
講
鉱
群
鍬

　
条
の
二
）

　
種
（
第
十
七
条
ご
に
改
め
る
。

　
　
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　
（
説
明
と
同
意
の
取
得
）

　
第
五
条
の
二
　
予
防
接
種
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
被
接
種
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
予
防
接

　
　
種
の
効
果
及
び
副
反
応
に
つ
い
て
当
該
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
、
適
切
な
説
明
を
行
い
、
文
書
に
よ
り
同
意
を
得

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
第
六
条
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
る
。

　
　
第
八
条
中
「
日
本
脳
炎
」
の
下
に
「
、
結
核
」
を
加
え
、
「
第
六
章
」
を
「
第
七
章
」
に
改
め
る
。

　
　
第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

　
　
　
　
第
六
章
　
結
核
の
予
防
接
種

　
　
（
接
種
の
方
法
）

　
第
十
六
条
の
二
　
結
核
の
定
期
の
予
防
接
種
は
、
経
皮
接
種
用
乾
燥
B
C
G
ワ
ク
チ
ン
の
懸
濁
液
を
上
腕
外
側
の
ほ

　
　
ぼ
中
央
部
に
滴
下
し
、
管
針
法
に
よ
り
一
回
行
う
も
の
と
す
る
。

　
2
　
管
針
法
は
、
接
種
部
位
の
皮
膚
を
緊
張
さ
せ
、
懸
濁
液
を
塗
っ
た
後
、
九
本
針
植
付
け
の
管
針
を
接
種
皮
膚
面

　
　
に
対
し
て
ほ
ぼ
垂
直
に
保
ち
、
こ
れ
を
強
く
圧
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
3
　
接
種
数
は
二
箇
と
し
、
管
針
の
円
跡
は
相
互
に
接
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
「
第
六
章
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
」
を
「
第
七
章
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
」
に
改
め
る
。

　
（
検
疫
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
検
疫
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
・

　
　
第
九
条
の
三
を
第
九
条
の
四
と
し
、
第
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　
（
通
知
を
要
し
な
い
場
合
）

　
第
九
条
の
三
　
法
第
二
十
六
条
の
三
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
当
該
者
が
感
染
症
の
予
防
及

　
　
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
＝
．
項
か
ら
第
五
項

　
　
ま
で
又
は
第
七
項
に
規
定
す
る
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
当
該
感
染
症
の
症
状
を
呈
し
て

　
　
い
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
と
す
る
。

　
　
第
十
一
条
中
「
第
九
条
の
三
第
二
号
」
を
「
第
九
条
の
四
第
二
号
」
に
改
め
る
。

　
　
様
式
第
一
中
戸
圓
前
⑳
薩
唱
黒
器
蒐
職
（
瀞
麺
富
廿
お
＞
勾
切
u
ロ
斗
呼
ぺ
、
マ
×
d
献
酬
併
e
π
飼
堅
）
」

　
を
削
り
、
「
煎
卵
“
」
の
次
に
「
謝
米
E
旨
獲
」
を
加
え
、
「
6
雲
。
お
＞
2
け
印
寄
省
富
5
q
留
＆
3
ヨ
E
を
削
り
、

　
「
ω
ヨ
里
一
｝
貝
」
の
次
に
「
6
2
び
＞
ヨ
霞
ざ
弩
訂
。
ヨ
。
目
鼠
鳴
焦
零
露
」
を
加
え
る
。

　
（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
｝
部
改
正
）

第
七
条
　
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
九
十
八
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除

　
　
第
九
十
八
条
第
九
号
中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
＝
．
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　
　
第
百
六
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
四
　
削
除

　
　
第
百
六
条
第
七
号
中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　
　
第
百
七
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除

　
　
第
百
七
条
第
八
号
中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　
　
第
百
八
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除

　
（
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）

第
八
条
船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
十
七
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除

　
　
第
四
十
七
条
第
八
号
ノ
ニ
中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
ハ
第
三
十
七
条
ノ
ニ
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　
　
第
四
十
七
条
ノ
ニ
ノ
九
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
四
　
削
除

　
　
第
四
十
七
条
ノ
ニ
ノ
九
第
六
号
ノ
ニ
中
「
第
＝
．
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
ハ
第
三
十
七
条
ノ
ニ
第
一
項
」
を

　
加
え
る
。

　
　
第
四
十
七
条
ノ
ニ
ノ
十
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除

　
　
第
四
十
七
条
ノ
ニ
ノ
十
第
七
号
ノ
ニ
中
「
第
＝
．
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
ハ
第
三
十
七
条
ノ
ニ
第
【
項
」
を

　
加
え
る
。

　
　
第
四
十
七
条
ノ
三
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除

　
（
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
特
別
審
査
委
員
会
規
程
の
一
部
改

　
正
）

第
九
条
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
特
別
審
査
委
員
会
規
程
（
昭
和

　
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
条
の
表
の
二
の
項
中
「
、
結
核
予
防
法
（
昭
和
二
＋
六
窪
穣
第
九
士
ハ
号
）
第
三
士
ハ
条
第
二
項
及
び
第

　
三
十
九
条
」
を
削
る
。

　
（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
＝
．
号
）
の
↓
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
五
条
の
五
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除

　
　
第
五
条
の
五
第
九
号
中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　
　
第
二
十
七
条
の
十
二
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除

　
　
第
二
十
七
条
の
十
二
第
九
号
中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　
　
第
二
十
七
条
の
十
五
第
一
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
四
　
削
除

　
　
第
二
十
七
条
の
十
五
第
一
項
第
七
号
中
「
第
＝
．
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
一
二
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を

　
加
え
、
同
条
第
二
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
四
　
削
除

　
（
療
養
の
給
付
、
老
人
医
療
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
　
療
養
の
給
付
老
人
医
療
及
び
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
一
年

　
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
一
条
第
一
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除
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第
一
条
第
一
項
第
九
号
の
二
中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　
　
様
式
第
一
（
一
）
、
様
式
第
一
（
二
）
及
び
様
式
第
一
（
三
）
中
「
（
諮
粛
鐘
）
」
を
「
（
嬉
短
前
㏄
一
、
δ
n
o
）
」
に
、
「
二
（
蒔

　
薄
額
ご
を
「
二
（
鵡
薙
》
湿
V
」
に
改
め
る
。

　
（
老
人
保
健
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
　
老
人
保
健
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
厚
生
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
十
四
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除

　
　
第
四
十
四
条
第
八
号
中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
＝
．
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　
　
第
五
十
一
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
四
　
削
除

　
　
第
五
十
一
条
第
六
号
中
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
＝
．
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

　
（
老
人
訪
問
看
護
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
等
の
請
求
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条
　
老
人
訪
問
看
護
療
養
費
、
訪
問
看
護
療
養
費
等
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
平
成
四
年
厚
生
省
令
第
五
号
）

　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
一
条
第
一
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
五
　
削
除

　
　
様
式
第
一
中
「
三
誰
藩
）
」
箭
駿
嚢
第
二
中
「
惑
・
睾
」
を
「
華
娼
」
緩
め
、
壽
縣
螺
」

　
を
削
る
。

　
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
八
十
三
条
の
二
第
二
号
中
「
結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
又
は
第

　
二
一
十
五
条
第
一
項
」
を
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
惑
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第

　
百
十
四
号
）
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
第
八
十
三
条
の
三
第
一
号
中
「
結
核
予
防
法
第
三
十
四
条
第
一
項
又
は
第
三
十
五
条
第
一
項
」
を
「
感
染
症
の
予

　
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
第
九
十
八
条
第
二
号
中
「
結
核
予
防
法
第
＝
．
十
四
条
第
一
項
又
は
第
＝
．
十
五
条
第
一
項
」
を
「
感
染
症
の
予
防
及

　
び
感
染
症
の
惑
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
（
介
護
給
付
費
及
び
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条
介
護
給
付
費
及
び
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
費
用
の
請
求
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
令
第

　
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
又
は
第
三

　
十
五
条
第
一
項
」
を
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百

　
十
四
号
）
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
　
様
式
第
一
公
費
請
求
の
表
中
「
欝
藁
謹
勘
」
を
「
県
海
潮
　
ω
．
、
勘
O
N
」
に
改
め
、
「
＝
」
の
項
を
削
る
。

　
　
（
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条
　
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生

　
労
働
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
附
則
第
四
条
第
二
号
中
「
結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
健
康
診
断
、
予

　
防
接
種
」
を
「
結
核
に
係
る
健
康
診
断
（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平

　
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
健

　
康
診
断
に
限
る
。
）
、
予
防
接
種
（
予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
六
条

　
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
予
防
接
種
に
限
る
。
ご
に
改
め
る
。

　
　
（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条
　
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
コ
．
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
」
を
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感

　
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
」
に
改
め
る
。

　
　
第
七
百
七
条
第
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
十
七
　
削
除

　
　
第
七
百
七
条
第
十
八
号
中
「
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
」
を
削
る
。

　
　
第
七
百
十
二
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
七
　
削
除

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

纂
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
号
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

　
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

2
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。

告

示

O
文
部
科
学
省
告
示
第
三
十
七
号

　
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

念
物
を
史
跡
に
指
定
す
る
。

　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
三
日

第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
に
掲
げ
る
記

文
部
科
学
大
臣
　
伊
吹
　
文
明

名
　
　
称

所
　
　
在
　
　
地

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

睦
麓
壽



平成 年　　月分診療報酬請求書　（医科・歯科　入院・入院外併用）

別　記　殿 医療機関コード

保険医療機関の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地及び名称
ｺ記のとおり請求します。　　平成　年　　月　　日　　　　　　開設者氏名　　　　　　　　　　印 入・外

療　養　の　給　付 食事療養・生活療養

区　　　　　　　　分
件数
診　療

ﾀ日数
点　数 一部負担金 件数 回数 金　額 標準負担額

医保（70以上9割）と公費の併用
01

職務上医
保
単
虫

02（船）
職務外

03　　　　　（日）

04　　　　（日特）

下船3月
31～34（共）

一般
七
〇
以
上
害
1

06　　　　　（組）

63・72～75　（退）

小　言

医保 （了0以上7割）と公費の併用
01

職務上
　
　
以
医
保
革
虫

02（船）
職務外

下船3月
31～34（共）

一般

06　　　　　（組）七一

Z害1 63・72～75　（退）
小　言

医保本人と公費の併用
01

職務上
02（船）

職務外

03　　　　　（日）医
療
保
険

04　　　　（日特）

医
保
単
独
（
本
人
）

下船3月
31～34（共）

一般

06　　　　　（組）

07　　　　　（自）

63・72～了5　（退）

小　言

医保家族と公費の併用
01

02　　　　　（船）

03　　　　　（日）

医
保
単
独
（
家
族
）

04　　　　（日特）

31～34　　　（共）

06　　　　　（組）

63・72～75　（退）

小　言

医 3　　と公　の　用
01

02　　　　　（船）
医
保
単
独
03　　　　　（日）

04　　　　（日特）

o 31～34　　　（共）
06　　　　　（組）一一

ﾎ
） 63・了2～了5　（退）

小　言

1　口　言

様
式
第

（

）

（
第

条
関
係
）

備考　この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。



医療機関コード

入・外

療　養　の　給　付 食事療養・生活療養

区　　　　　　　　分
件数
診　療

ﾀ日数
点　数

一部負担金
@（控除額）

件数 回数 金　額 標準負担額

老人9割と公費の併用老
人
九
一
・

老人単独

小計老
人
保
健

老人7割と公費の併用．
老
人
七
一

老人単独
小　言

2
口　膏

公（ 12　　保
費老 10（結核34感染症遡）
と人

縺j
ﾛの
憐

用

12（生保）公
費
と
費
f

10（結核34感染症遡）

公の
公
費
負
担
用

12（生保）

11（結核舘骸△院）
20（精神29）
公
費
単
独

3　口　言

ハ　　　1十2十3 請・ 円

備 考

備考　この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。



平成 年月分診療報酬請求書〔医科・入院外）

別　記　殿

下記のとおり請求します。 平成　年　　月 日

医療機関コード

保険医療機関の

所在地及び名称
開設者氏名 印

区　　　　　　　　分 件数 診療実日数 点数 一部負担金

医保（70以上9割）と公費の併用
01

職務上医
保
単
独

02（船）
職務外

03　　　　　（日）

04　　　　（日特）

下船3月
31～34（共）

一般
七
〇
以
上
害

06　　　　　（組）

63・了2～75　（退）

小　言

医保 （70以上7割）と公費の併用
01

職務上
医
保
単
独
旦

02（船）
職務外

下船3月
31～34〔共）

一般

七 06　　　　　〔組）
○害「 63・72～75　（退）
小　言

医保本人と公費の併用
01

職務上
02（船）

職務外

03　　　　　（日）医
療
保
険

04　　　　（日特）

医
保
単
独
〔
本
人
）

下船3月
31～34（共）

一般

06　　　　　（組）

07　　　　　（自）

63・72～75　（退）
小　言

医保家族と公費の併用
01

02　　　　　〔船）

03　　　　　（日）

医
保
単
独
（
家
族
）

04　　　　（日特）

31～34　　　（共）

06　　　　　（組）

63・72～75　（退）

小　言

医 3　　と公　の
01

02　　　　　（船）
医
保
単
独
03　　　　　（日）

04　　　　（日特）

o 31～34　　　（共）
06　　　　　（組）一一

ﾎ
） 63・72～75　（退）
小　言

1　　口　　百

様
式
第

（一

黶
j

（
第

条
関
係
）

備考　この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。



医療機関コード

区　　　　　　　　分 件数 診療実日数 点数
一部負担金
i控除額）

老人9割と公費の併用老
人
九
一
老人単独
1 小計老

人
保
健

老人7割と公費の併用．
老
人
七
一

老人単独

割 小　計

口　言

公（ 12　　保
費老
10（糊感染症遡）と人

縺j
ﾛの
f
用
12（生保）公

費
と
公
費
の

10（綿感染症遡）
公
費
負
担 f
用
12（生保）

11（結核舘櫨ム院）
20（精神29）
公
費
単
独

3　口　言
ハ　　　1十　　十3 請・ 円

備 考

備考　この用紙は、日本工業規格A列4番とすること、



平成 年 月分

別　記　殿

下記のとおり請求します。

老人訪問看護療養費・訪問看護療養費請求書

平成　年　　月 日

ステーションコード

訪問看護ステーション

の所在地及ぴ名称

指定訪問看護事業者氏名

区　　　　　　　　分 件数 日数 金額

医保（70以上9割）と公費の併用

01　　　　　（政）医
単
害

職務上
02（船）

職務外

03　　　　　（日）

04　　　　（日特）

・
虫
　
　
七
　
　
以
上

下船3月
31～34（共）

一般

06　　　　　（組）

63・72～了5　（退）

小　計

医保 （了0以上7割）と公費の併用

01　　　　　（政）

職務上@
単
虫

02（船）
職務外

下船3月
31～34（共）

一般
七
〇
06　　　　　（組）

63・72～75　（退）

小　計
医保本人と公費の併用

01　　　　　（政）

職務上
02（船）

職務外

医
保
単
独
（
本
人
）

03　　　　　（日）

04　　　　（日特）

下船3月
31～34（共）

一般

06　　　　　（組）

07　　　　　（自）

63・72～75　（退）

小　計
医保家族と公費の併用

01　　　　　（政）

02　　　　　（船）

03　　　　　（日）

医
保
単
独
（
家
族
）

04　　　　（日特）

31～34　　　（共）

06　　　　　（組）

63・72～75　（退）

小　計
医保 （3歳）と公費の併用

01　　　　　（政）

02　　　　　（船）

03　　　　　（日）

医
保
単
独
（
三
歳
）

04　　　　（日特）

31～34　　　（共）

06　　　　　（組）

63・72～75　（退）

小　計

①　合　計

備考　この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。

印

様
式
第

（
第
二
条
関
係
）



ステーションコード

区　　　　　　　　分 件数 日数 金額 　控除額
i公費負担医療）

老
人
老人9割と公費の併用

老人単独
害
小計

老
人
老人7割と公費の併用
老人単独
害
小　計

② 合　計
公（ 12（生保）
．
費
と
医
『

と人

ﾛの
｛
用

12（生保）公
費
と
公
の
費
1
用

12（生保）

n＿繍
公
費
単
独

3　合　計
総件数①＋②＋③ 件 請求金額 円

備 考

備考　この用紙は、日本工業規格A列4番とすること。



平成

保　険　者

年 月分 老人訪問看護療養費・訪問看護療養費請求書

ステ一一ションコード

（別 殿ラ記

平成　年　　月　　日

　国民健康保険

下記のとおり請求する。 訪問看護ステーション

の所在地及び名称

指定訪問看護事業者氏名

件　数 日　数 金額
結純精神猛挫篁各法負
S金額

請・…般被保険者
k70歳以上9割） ※決疋

言・一般被保険者
i70歳以上7割） ※決

請・

一般被保険者
※決疋
言・一般被保険者

i3歳未満） ※決
請・退職者

i本人） ※ロ

請・　　退職者
i70歳以上9割） ※’疋

請・　　退職者
i70歳以上7割） ※決疋

請・　退職者
i被扶養者） ※決疋

請・　退職者
i3歳未満） ※決定

印

老人保健

件　数 日　数 金額
結核・精神趾皇笠各法負

S金額

請・ 円

老人9割
※一

請・

老人7割
※決定

件　数 日　数 金額
結核⊥■精神精神等各法負

S金額
基本利用料

講
請・ 円i

猟 ※決
請・

※“

請・

※決定

公費負担医療

　　　　　　　　　　　　　件数
※高額療養費　一般被保険者
　　　　　　　　　　　　　金額

退職者
件数

金額

様
式
第

（
第
二
条
関
係
）

備考　この用紙は、日本工業規格A列4番とすること、


